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1.は じめに
横須賀市人文博物館における近年の市民の
利用について述べる前に、本館の沿革 につい
て若干紹介する。
横須賀市は幕末に製鉄所ができ、それ以来、
国の軍国化によって、製鉄所 は海軍工廠 とな
り、また周囲には多くの砲台が建設 され、大
要塞地帯になっていった。そのため、三浦半
島の多くの地域が立入禁止区域 となるばか り
でなく、地図がない、写真が撮影で きない等
地域研究にとっては大変に不遇 な歳月が長 ら
く続いた。戦争が終 わり、自由に研究ができ
るようになると、それまでの抑圧 されていた
研究心が堰 を切 ったように地域研究者の間に
芽生え、活発な地域研究が始め られた。それ
は、皇国史観から解 き放たれた全国の考古学
研究者 が登呂に集 い、「神武 以前」の遺跡 を
発掘 したの と同様 の感激で あった と思 われ
る。
地域研究は学問の各分野で行われた。調査
研究の成果は横須賀市教育委員会の教育研究
所に集め られ、郷土文化研究室 を作った。郷
土文化研究室は各分野合同 しての総合調査研
究 を行 うばか りでなく、各分野の研究人口を
増や し、各学問毎の部会 をもった三浦半島研
究会 を結成 した。現在 も三浦半島にある横須
賀植物会はその植物部会が、横須賀考古学会
はその考古部会がその伝統 を引 き継いでい
る。
一方、1953年かつての敵国 ・占領国アメリ
カが鎖国政策をとった徳川幕府 に開国を迫る
ために遣わ したペ リーを頭 とする黒船艦隊が
横須賀市久里浜に上陸 してか ら百年 を迎 え、
横須賀市では様 々な催 しが行われた。その一
環 として、久里浜にペ リー記念館が開館 され
た。そこで、ペ リー記念館の施設とペ リー関
係資料 ・郷土文化研究室の調査研究の成果 と
その資料を合体 させ、1954年地域総合博物館
として横須賀市博物館が誕生 した。この よう
に、博物館設立 までには多 くの人々による多
くの資料収集調査研究があり、それにタイミ
ングよく施設が得 られ、全国に先駆 けた公立
地方博物館 となった。博物館の宿命 として、
資料 を収集保管する場所で あるから、博物館
は常に物が増 え、手狭になってい く。横須賀
市博物館で も然 りで、1970年自然部門が現在
地 に新築移転 し、つ いで1983年に人文部門 が
隣接地に移転 し、横須賀市人文博物館 として
現在の形になった。横須賀市人文博物館は現
在 、文献 ・考古 ・民俗の3部 門の学芸員 とこ
れ ら各部門の事業 を統括 ・調整す る主任学芸
員の4名 の学芸職員で運営 している。
2.過去の市民 と学芸員
かつては、博物館入館者のほとんどは展示
を見学するだけであった。博物館学芸員は市
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民生活と離れた所で社会に直接役に立たない
自分の好きなことをする変わ り者であると見
られがちであった。そして、地域 とは無関係
の内容で も全国的 ・世界的にマスコミで取 り
上げ るようなセンセーショナル な事 をや り、
「なに しろす ごい人だ」 と、その内容が理解
で きなくて も、ネームバ リュウで尊敬 された
りした。
このような考えがまだ強い頃、横須賀市人
文博物館において市民と学芸員とが直接関わ
る機会 として最も多かったのは、小 中学校の
夏休みの宿題 として出される 「自由研究」の
相談であった。夏季の期間、博物館が児童生
徒や付 き添いの保護者達で賑わった。夏休み
中相談 日を定め、学芸員は相談 日にはその相
談 だけで十分一日の仕事となった。相談者が
多いため、受付で整理券を配 り、整理番号順
に館内放送で呼び出し、休む間もなく一 日中
相談に明け暮れ した時期 さえあった。それは、
10年位前 までのことである。最近10年は 「自
由研究」の相談は急激に減少 している。その
原因として、①現在の児童生徒が 「自由研究」
2代目に入ってきたこと②家庭内 ・学級内 と
も少子化が進 んできた こと③時間的(経 済
的?)に 保護者に余裕が生まれたこと等の可
能性が考 えられ、何れに して も、家庭の保護
者な り学級の担任 なり、普段から児童生徒と
接 していて児童生徒の関心事や性格をよ く把
握 している者 が適切な指導 を行 うようになっ
てきたことが挙 げられ る。反面、本屋 では
「自由研究」の 「トラカン」が売 られ、時に
は複数の学校か ら優良研究 として、同 じテー
マで同 じ内容の 「研究」が現れることさえあ
る。博物館での 「自由研究」の相談が激減 し
ている理由は前者の為 と思いたい。
3.現在の市民と学芸員
近年、博物館は生涯学習機関として、市民
との関係 において大 きな変化 をきた して い
る。
博物館 を単 に展示見学 の場 としてではな
く、年間 を通 して、学芸員 と係わ りをもちな
がら博物館での時間を過 ごす市民が増 えてお
り、学芸員もこれら市民 との関わ りに多 くの
時間を費やすようになって きている。
その過ご し方は、博物館が継続的に行 う博
物館教室に参加する、博物館教室に関する質
問や指導を受ける、そして博物館教室修了後
博物館の調査研究事業や分類整理保管事業を
一緒に行 うもの等である。こうした市民の多
くは、退職者や主婦である。
博物館教室は、通史的な 「三浦半島の歴史」
と専門的な 「古文書」「民俗学」「考古学」の
3教室、都合4教 室 を毎年度開催 している。
いずれも週1回 の割で10週か ら20週程継続的
に行 っている。「三浦半島の歴史」は常設展
「三浦半島 に生 きた人 々」 に準拠 して、展示
テーマ毎に人文博物館各学芸員が交代で担当
しておこなっている。専門的な3教 室はそれ
ぞれの担当学芸員が一環 して指導 している。
また、現在横須賀市教育委員会社会教育課が
主催する 「市民大学講座」(これ も週1回 の
割で20週程継続的に行 っている)も 本館で行
われており、このような継続的利用者は本館
の近年の年間平均入館者数約70,000人の内、
20,000人以上の約3割 を占める。
これ ら教室開催期間中に質問や学習相談に
来館する参加者 も少なくない。
「三浦半島の歴史」を修了後または並行 し
て、他の専門的教室に参加す る市民 も多い。
博物館教室修了後、博物館の各事業 を一緒
に行 うようになる市民 もほぼ毎年いる。これ
ら市民は多様 で、自分のテーマをもって来館
し担当学芸員の指導によりそのテーマに沿っ
た作業をする者の他、展示教育普及事業では
特別展の制作を行 う者、調査研究事業では野
外調査に同行 し調査やその整理 を行 う者 ・記
録のデータ化やその処理 を行 う者、分類整理
保管事業では本館所蔵資料 を整理する者等そ
れぞれ博物館の事業の一端 をいずれ も担当学
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芸員の指導によ り担当学芸員と協同で行って
いる。 この行為は、一側面からみ ると博物館
事業 を助 け支 える市民 ボランテ ィアである
が、博物館側は参加する市民に何 ら強制せず、
参加 する市民の希望 す る作業 を支援 してい
る。そこでは、助け ・助けられの関係ではな
く、博物館 と市民が相互に対等の関係を保ち、
協同で作業 を行っていると理解 している。だ
か ら、ある場面では博物館職員以上の知識や
技術 を披露 して くれ、啓発や協力をうけるこ
ともあり、博物館事業の遂行にたいへん役に
立つ ことにな り、市民にとってはその作業自
体が学習 となってい く。その数は毎 日5～10
人で各博物館事業 を学芸 員 と共 に行ってい
る。
この現象の原因として、週休2日 制の定着
による余暇の拡大や経済的不況による失業の
拡大(特 に博物館 においてはパー トや定年後
の嘱託等の減少か)及 び平均寿命の伸びによ
る高齢者の増加等が指摘 できよ うが、これら
にも増 して、まず市民の学習意欲の向上を挙
げなくてはならないだろう。
4.こ れか らの市民と学芸員
最早、博物館は限 られた数の学芸員だけが
博物館事業を行 う場ではなく、市民が学習す
る(習 うだけでなく、学問する)場 として各
面 において整備 されていかなくてはならない
だろう。そこで、施設 ・設備はさておいて も、
まず人的整備を行 う必要がある。
毎年全国で何百とい う展示施設が開設 され
ているとい う。この ような現状の中で、毎年
全国で同数の入館者があったとしても、一つ
一つの博物館を取 り上げるならば、各館 とも
「入館者減」 となるわけである。では、博物
館 は暇になってきているのか、 と自問自答す
ると、その答えは 「否」である。
展示 を見学するだけで帰 る市民の割合が減
少 し、学芸員 と係わりながら博物館での時間
を過ごす市民の割合が増加 していること、そ
のため、博物館学芸員は市民の多岐にわたる
探究心 に応 えるべ く、広 く深い学識が必要と
されると言 うことでもあり、学芸員の仕事は
時間 ・質量ともに確実に増加 している。
今後学芸員の質の向上 と人数の増加の両方
が是非とも必要である。確かな数を確認 して
いないが、毎年博物館学芸員資格取得者は数
千人に及んでいることは間違いなかろう。そ
して、学芸員の求人はせいぜいその1%位 で
はなかろうかと推測する。博物館に勤務 して
いない有資格者が万単位で存在する現状 で、
人数の確保 は可能である。そ して、人数の増
加により、各学芸員が教育普及事業 に携わ る
時間が減少 し、調査研究事業で充電で き、 ま
た、同業者の増加により、相互の切瑳琢磨 ・
情報交換 もで き、質的向上にも繋がってい く
と考 えられる。
しか し、学芸員 と係わ りなが ら博物館での
時間を過 ごす市民達の現状に課題が無いわけ
ではない。
まず、自分のテーマをもって、それに向か
って積極的研究 をす る人がなかなか増加 しな
い。義務で行 うのではなく、一人一人が積極
的学習 し、その成果 を互いに教え合い教わり
合い、その成果を高め合 うのが生涯学習の根
本であると考 えられるが、現代において、勉
強 とは、「先生 はなんで も知 ってい る」 とい
う前提に立って、教わる→それを覚える→覚
えて試験でいい成績 をとると言 ういわゆる学
校教育の学習形態がまだまだ根強い。
これは、市民の側の学習意欲に係ることも
間違いないが、博物館側と して、生涯学習の
あ り方、新 しい事 を知る喜びを伝 える必要が
あろう。そして、あ らゆる機会に動機付けを
し、研究テーマを対象市民 とともに探 し引 き
出す こと、そのテーマを解決す るためにはど
のような方法をとるべきか十分な学習指導 を
行 うことが肝要であろう。
横須賀市人文博物館の学芸員は複数の違 っ
た方法で指導 にあたっている。一つは社会教
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育だから市民の自主性 を重視 し、あらゆる機
会 に動機付けをしながらも、市民自ら学習相
談に来 るまで待つ方法である。もう一つは積
極的にテーマを与 え、学習指導 し、知 る喜び
を与える方法である。前者は市民の学習意欲
が高 まらない となかなか実を結ばない。後者
は学校教育の学習形態 しか持ち合わせていな
い市民に対 して手 っ取 り早い方法であること
は間違いないが、生涯学習の場 としての相応
しい方法であるのか否かについては疑問がの
こる。現時点において、どちらがいいのか分
からない。今 、筆者はこの二つの方法 を興味
深 く見守っている。
いずれにしても、地域博物館は今後、学芸
員が研究 し、その成果 を市民が学習にくると
いう形は薄れ、市民が研究す る場 となり、学
芸員 はその研究 に対 して、適切 な学識 ・資
料 ・情報等の提供を内容とす る学習指導が大
きな任務 となっていくだろう。そこで市民は
博物館ボランティアではな く、対等の立場に
たつ研究仲間 とな り、或いは博物館事業に対
する協働者になっていくことだろう。
その時、地域博物館は多 くの研究する市民
と連携 し、博物館 には多くの研究成果が持ち
寄 られ、地域の学習 ・研究 ・情報のセンター
となっていくことだろう。
ψ_行 列
話題の特別展には外 も内も人 ・人 ・人で溢れている。春めいて、博物館へ出かける人 も一
層の賑わいを見せるだろう。
日本人 は並ぶのがす きだ。大阪万博の時には、平均6時 間半の滞留時間の内、4時 間半は
並んでいたとい う。パ ンダが来た時は上野動物園前に2キ ロメー トル におよぶ行列が出来た
と記 されている。近 くはバーンズに並び、寒風のなかゴッホも並んでいる。これだけ並べば、
館内は鑑賞等 とは程遠い状況である事は分かっていて も、やはり並ぶ。
こんなデーターがある。第一生命ライフデザイ ン研究所の博物館利用者調査で 「博物館へ
行かない理由」の中に、以前はよく行 ったが、最近は行かなくなった」人が32%。「並ぶのが嫌」
とい う設問はなか ったが、並ぶ人 に対する工夫を しないと、この数字は上がることにはなら
ないか。
一人黙々と立っていると、イスに掛けたいなとか、時間整理券で も出 してくれたらコーヒ
ーの一杯でも飲んでこれるにとか、講堂 にでも入れて関連映像でも見せてくれれば とか、博
物館の人は館内に入った人のみが 「お客」で、並んでいる人は 「お客」 とは考えていないの
かな、時間が立つにしたがって、もう並ぶのは止めようかなどと、思考が後退する。
(HINE)
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